
 

 

 

 

 

 

■社会人のための学び直し教育プログラムとして、地域開発・保全など農学分野の専門技術者を育成します。 
 

■企業・地方自治体・公益法人・NPO に所属する職員等、地域のマネージメント及びイノベーションを担う社会人のための 

修業年限 1 年以上 2 年未満（最短 1 年で修了することが可能）通学制のプログラムです。 
 

■職場で抱えている課題を大学教員と一緒に解決していくプログラムです。 
 

■文部科学省「職業実践力育成プログラム」に認定されました。職業実践力育成プログラム（BP）とは、大学・大学院・短期

大学・高等専門学校における社会人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的なプログラムであることを文部科学大臣が認

定したものです。 

■本プログラムは、「専門実践教育訓練給付制度」の厚生労働大臣指定講座です。（令和元年 10 月～）裏面参照 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出願する前に，必ず農学部 HP 入試情報にて「学生募集要項」を確認してください。(9 月上旬掲載) 

※出願を希望される方は、出来るだけ早めに、希望する指導教員と連絡をとり、出願準備をしてください。 

 【出願期間】令和 2 年 10 月 26 日(月)～10 月 30 日(金)17:00 必着 

 【入 試 日】令和 2 年 11 月 16 日(月) 

出願方法 

 

社会人学生募集！ 社会人学び直し短期在学（修士課程） 

カリキュラム 

■在職のまま、信大大学院で学べます。 

■社会人でも学びやすい履修環境（e-learning システム等を活用、週 1 日集中履修） 

■入学時から指導教員により研究指導を受けます。特定課題研究として普段の業務で抱えている諸課題を教員と 

共に考え解決に向けて取組みます。 

■1 年間で修士課程を修了し、修士（農学）の学位を取得することができます。 

■土日・夜間も開講      ■少人数・充実した個人指導体制による修了研究 

■地域戦略センター研究員等実務経験者による特別講義   ■総合理工学研究科農学専攻の正規授業科目の受講可 

■学士の学位がない方も個別の審査により出願可能   ■学外研修の機会 

地域共生マネージメントプログラム 
文部科学省「職業実践力育成プログラム」，厚労省「専門実践訓練給付制度指定講座」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支給要件を満たす雇用保険の一般被保険者（在職者）の方が、本プログラムを受講・修了し、所定の申請を行えば、信州大

学に支払った入学料・授業料の最大 70％の金額（上限 56 万円）をハローワークから受給することができます。本給付金

の利用をお考えの方は、早めに最寄りのハローワーク等にお問い合わせの上、受給資格の有無・制度の詳細についてご確認くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域共生マネージメントプログラム 
修士課程 

(最短 1 年) 

講義・ゼミ・研究・論文作成(計 30 単位) 

 

学位：修士(農学) 

修士課程※一般学生と同じ 
修士課程 

(最短 2 年) 

講義・ゼミ・研究・論文作成(計 30 単位) 

【社会人選抜あり，社会人長期履修制度あり】 

学位：修士(農学) 

信州フードスペシャリスト育成 

プログラム 

特別の課程 

(1 年間) 

食品に関する講義と実践・実習 

 

履修証明書の授与 

修了生(履修生)の声 抜粋  ※履修生の声はプログラム HP でご覧いただけます。 

問い合わせ先   信州大学農学部 学務グループ 入試担当 

電話：0265-77-1310 

メール：nou_nyushi@shinshu-u.ac.jp 

HP：https://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/agriculture/graduate/management/ 

  農学に関わる幅広い分野を受講できてとても良かった。久

しぶりの学生生活を満喫しました。ディスカッション形式の講

義では，若い学生の話を聞くことができる貴重な機会にな

った。 

厚生労働省 専門実践教育訓練給付制度の指定講座に認定されました。学費の面で受講しやすくなりました！ 

修士学位を取得したことは、今後の自身のキャリアに役立つ。

人生の幅が広がると思う。 

 

地域課題探究演習Ⅰ・Ⅱ※ 

地域連携・経営学特論Ⅰ・Ⅱ 

中山間地域管理学 

動植物環境共生学特論 

食品バイオサイエンス特論 

生命産業科学特論 

生産環境システム学特論Ⅰ 

地域環境計画学特論 

特定課題研究（10 単位）※ 

物事を科学的に考え、表すことの基礎が身に付いた。激変する

現代では、自分の経験や勘だけで乗り切っていくことは不可能で

ある。大学の「知」と連携しながら行動していくことが良いと思う。 

授業科目・研究・学位論文、および授業料 

修了要件： 計 30 単位以上 

 

幅広い基礎学力 
研究開発能力 
実践技術力 
情報収集・分析能力 
グローバルな情報発信能力 
持続的生産に関わる知識と技術 
豊かな人間社会の構築に貢献できる 

知識と技術 

 

農学分野の専門技術者を育成します 
プログラム講義 

 

研究・学位論文作成 

 
職場で抱えている課題を一緒に解決しましょう 

※指導教員からの直接指導 

入学料：282,000 円  授業料（年額）：535,800 円 

 

 

人脈や交流を広げられた非常に満足でした。指導教員や研究

室の方々にも恵まれ、柔軟な対応・コミュニケーションをとって頂

いてとても助かりました。 

 

  

地域共生マネージメントプログラム以外の修士課程，社会人向けプログラム 

 


